







	を用いた｡)｡４) 有明海には, デンベエシタビラメ (
	
	), コウライアカシタビラメ (	), イヌ


















個体 (雄	個体, 雌	個体) を標本として使用した｡
標本の全長組成を１に示した｡ 標本は氷蔵して研究室
に持ち帰った後, 全長 (：), 体重 (：), 肝臓




体 (雄個体, 雌	個体) について, 栄養状態を表す指標
として肝臓重量指数 () を, 成熟度を表す指標として生
殖腺重量指数 () を, それぞれ以下の式により算出した｡
＝ (  ) × 	２
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用いた｡ 鱗を採取することのできた個体 (雄個体, 雌
個体) を用いて, 挟入法により鱗の観察標本を作製した｡ 次に,
万能投影機下で透過光線により倍に拡大し, 鱗径 (：






























であった｡ したがって, デンベエシタビラメでは, 耳石は年
齢形質として妥当ではないと判断された｡
年齢と成長の関係を雌雄別に調べるために, 雄 個体, 雌

















































た (＝ ＝ 	
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)｡
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長崎大学水産学部研究報告 第号 (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３) 山田梅芳：カレイ目ウシノシタ科中坊徹次 (編), 日
本産魚類検索―全種の同定第二版東海大学出版会%東
京%			%'&






















) 松村眞作 岡山県水産試験場事業報告書 (昭和
年度),
&'()
) 南卓志 日本水産学会誌%49%&(')
山口, 久米：デンベエシタビラメの成長と成熟
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